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　　　　　⑪健常児とのかかわりが欲しいです
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　　　　　②学校卒業後の余暇支援も大切です
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　　　　　②受け入れ学年を広げてほしい



　　　　　③保護者の就労に関わりなく受け入れてほしい
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　　　　⑹　ガイドヘルプ・ホームヘルプ
　　　　　①ヘルパーが不足しています
　　　　　②時間数が足りません
　　　　　③支援内容の制約を改善してほしい
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